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1各種別でチ－ム数、 登録者数を 2022年の20％増加を 目指す。
2下越地区のチームの中から 全国優勝のチ－ムを 出す。
3下越地区のチームがＪ Ｆ Ｌ で好成績を あげる。
4年間を 通し て、 各種別のリ －グ戦を 行う 。
5各種別の大会、 イ ベント を 芝グラ ンド で行う 。 （ 環境整備の推進）
6キッ ズ、 普及イ ベント の定期的な開催と 指導者派遣を 毎月行う 。
7Ｓ 級ラ イ センス5名、 Ａ 級ラ イ センス10名が、 下越地区協会の所属し 活躍し ている。
8マネ－ジャ －ズカ レ ッ ジに下越地区協会から 参加する。
9女子のチャ レ ンジリ －グ入り を 目指す。

　 １ ． 現状の概要と 今後の方向性

　 ２ ． 中期目標（ ２ ０ ３ ０ 年）

　 ３ ． 長期目標（ ２ ０ ５ ０ 年）

こ れまでの中期目標であっ た2022年目標の対し ての達成度や現状、 今後の長中期目標に対し ての現状の概要、 今後の大まかな方向性
などについて書いて下さ い

1普及活動
下越地区協会では、 各カ テゴリ －での各種大会運営、 フ ッ ト ボ－ルデイ は少々マンネリ 化し ているが、 継続し ながら
キッ ズはも ちろ んの事、 各カ テゴリ －のサッ カ －フ ァ ミ リ －の増加を 促進し ていき たい。 各カ テゴリ －の未登録チ－ム
を 、 登録チ－ムになるよう 促す。
2強化、 育成
アク ショ ンプラ ン制定から 国体成年男子、 女子の活躍を はじ めと し て、 1、 4種チ－ムの全国大会出場、 好成績につな
がっ ている。 今後も JAPANサッ カ －カ レ ッ ジと 連携、 協力し 更なる強化、 育成に努めて行き たい。 　 指導者、 審判に関
し ても 、 更なる強化、 育成を 推進し て行き たい。 2、 3種において新潟地区、 県外に選手の流失があるので下越地区の
チームの強化を 促す
3組織体制
下越地区はかなり 広い地域を カ バ－し ており 、 近隣の市町村協会は積極的に活動し ても ら っ ている、 各市町村協会と の
連携強化、 共通認識の確立を 推進し て行き たい。
5環境整備
サッ カ －の環境については現状維持ではあるが、 特に問題は無く 大会運営も スムーズにやっ ている。 今後は夏、 冬兼用
の人工芝コ ート （ フ ッ ト サル用） の増設を 目標にし て行き たい。

1各種別でチ－ム数、 登録者数の10％増加を 目指す。
2下越地区のチームの中から 全国ベスト 4を 目指す。
3下越地区のチームの中から Ｊ Ｆ Ｌ チ－ムを 1チーム輩出する。
4新発田周辺以外の下越地区での屋外、 屋内の環境整備
5キッ ズ、 普及イ ベント の定期的な開催と 指導者派遣
6指導者講習会の定期的な開催と 共有、 フ ッ ト ボ－ルカ ンフ ァ レ ンスの参加促進
7ク ラ ブマネ－ジメ ント の向上を 図るべく 、 各種講座を 開催し 、 参加する。
8女子の普及を 目指すべく 、 普及イ ベント を 実施する。
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No.  と  事項 2026年具体的目標 2022年における現状 達成度 目標達成へ向けての課題 改善の方策

1 Ｊ Ｆ Ｌ １ チーム 北信越リ ーグ２ チーム 一環指導によるチームレベルアッ プ 長期的視野にたち、 一貫し てチームのレベルアッ プを図る

北信越リ ーグ２ チーム 60% 地域から の応援 地域に根ざし たチーム作り を行う ため、 各種イ ベント の開催

2 ホームページを作成し 、 リ アルタ イ ムな情報発信 情報発信と 情報の共有化が少ない ホームページの作成者及び更新者の決定 ホームページを作成し 、 リ アルタ イ ムな情報発信

と 情報の共有化を図る と 情報の共有化を図る、 メ ール等での問い合わせも 可能にする

50%

3 新発田市近辺に１ ０ 近く の芝グラ ンド の有効利用 新発田市近辺に１ ０ 近く の芝グラ ンド と 屋内施設 各委員会や種別での大会及びイ ベント で地域の 下越地区全域の施設を利用し 、 大会やイ ベント を開催する

2026年までにフ ッ ト サル場を建設する は各市町村の体育館と 聖籠の３ つの屋内施設 施設を有効利用する。 サッ カ ーのみで施設を独占し ないよう 他団体、 他スポーツの

がある。 50% 他団体、 他スポーツのバラ ンスを図る。 バラ ンスを図る。

4 各種別でベスト ４ 以上 ほぼ全ての種別でベスト ４ 以上の成績をあげて

各種別で優勝チームを出す いる　 １ 種では優勝チームも だし ている。 若年層から の育成が、 徹底さ れていないため 指導者の育成と 、 向上を目的と し た、 講習会の開催

50% 継続し てよい成績がだせない。 合同ト レーニングなどで、 下越地区全体の一貫指導を行う 。

5 大会運営側、 選手、 観客の一体と なっ た大会 大会運営側の管理不足、 選手、 保護者のマナー 安全及びスムーズな大会運営 大会主催者と の綿密な打ち合わせと 、 大会報告を事務局で

運営やイ ベント を行う 。 の問題。 選手の各施設利用時のマナーの徹底 管理し 、 常により よい運営にし て行く 。

チームスタ ッ フ の各施設利用時のマナーの徹底 大会主催者と チームスタ ッ フ で選手、 保護者へのマナーの

50% 保護者の各施設利用時のマナーの徹底 指導を行う 。

6 Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ サッ カ カ レッ ジに協力し ていただき フ ッ ト ボールデイ などのイ ベント を定期的に 用具の準備 2026年までに用具を揃える

若年層の強化、 育成、 普及を図る。 行っ ている。 受け入れ先の理解 地域の学校や幼稚園への趣旨の説明を行い、 理解を得ていく 。

幼稚園への巡回指導も 行う 。 50%

7 ト レセンのみの、 練習会だけでなく 定期的に講習会やト レセン活動をおこ なっ ている 施設の確保 年間計画により 施設確保

地区ト レセンのセカ ンド チームを作っ たり 指導員の増員 Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ サッ カ カ レッ ジから の派遣

複数チームの合同練習会も 開催する。 種別間のミ －ティ ングを密にし て、 地域の一貫 定期的に各種別の指導者を集めて情報交換を行う

60% 指導の充実

8 下越地区でのスク －ルや講習会開催 県レベルでのスク －ルや講習会開催 他の大会や県レベルでの講習会と の日程的 競技大会や県レベルでの講習会の日程を下に、 参加者が集まり

50% なバラ ンス やすい日程を組む

9 競技以外の講習も 行う サッ カ －の普及活動 イ ンフ ォ メ －ショ ンの方法 地域広報誌、 県協会のホ－ムペ－ジを利用し て告知する

怪我、 病気、 突発的な病気の対処など 30% 参加費の設定 無料から スタ －ト し 、 徐々に料金を設定する

事項番号と 見出し 事項の中での具体的な目標 2026年目標に向けての2022年での現状 ％表記 目標達成のために解決すべき 課題 課題を解決、 改善のための方策の概要

明確に、 可能であれば数値で
達成度の％表記を右欄へ記入→

　 ４ ． 現状分析
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下越地区協会

No. 誰が いつ・ いつまでに どこ で 何を どのよう に

1-1、 Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ 2026年までに 組織内で 長期的視野で 選手の発掘、 強化を し ていく

サッ カ － 県内、 外での強化試合

カ レ ッ ジ

1-2、 Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ 2026年までに 下越地区で イ ベン ト 、 講習会 地域の人に喜ばれる 内容

サッ カ － ホ－ムゲ－ムのイ ベン ト 等 のイ ベン ト 開催

カ レ ッ ジ 地域に優秀な人材を 派遣し

地域に根ざし たク ラ ブを 作る

2-1、 下越地区協会 2026年までに 下越地区協会事務局で ホ－ムペ－ジ作成のための 計画を 立て実行

予算及び人材を 計画 作成し 稼動する

ホ－ムペ－ジ作成 Ｈ Ｐ を 都度更新し 鮮度の高い

良質なＨ Ｐ にする

3-1、 各委員会 2026年までに 下越地区で 大会、 イ ベン ト を 開催 各委員会、 種別のイ ベン ト

各種別 や大会一覧を 作成し 各委員会

種別が下越地区全域でバラ ン ス

を と っ て開催する

3-2、 下越地区 2026年までに 会議等で サッ カ －が地域の施設を 他のスポ－ツ 施設の使用状況

委員長 独占し ないよ う に相談し や意見、 要望を 聞き

各種別 バラ ン スを 取る 他スポ－ツ 、 他団体と の

委員長 連携を 図る

4, 各委員会 2026年までに 下越地区で 合同ト レ ーニン グ会 各定期的実施

各種別 選抜チームの合同種別Ｔ Ｒ

指導者会議の実施を

５ －１ 、 各種大会 2026年までに 下越地区主催の全ての 計画、 実行、 反省を 大会事前計画、 実行、 反省を

運営者 大会、 イ ベン ト で 行い、 下越地区事務局に提出

改善に役立てる

５ －２ 、 大会主催者 2026年までに 下越地区主催の全ての 選手の施設利用のマナー 大会主催者と チームスタ ッ フ

チーム役員 大会、 イ ベン ト で の改善を 施設管理者で連携し 選手に

指導を 行う 。

５ －３ 、 大会主催者 2026年までに 下越地区主催の全ての チームスタ ッ フ 、 保護者 代表者会議で、 マナーの徹底

大会、 イ ベン ト で の施設利用のマナーの改善 の意識付けを し 、 指導を する

６ －１ 、 下越地区協会 2026年までに 下越地区協会 予算を 立てを 巡回指導、 指導者派遣

事務局長 事務局 に必要な用具を 揃えていく

６ －２ 、 下越地区協会 2026年までに 下越地区の学校 受け入れ依頼を 指導者派遣、 巡回指導の趣旨

幼稚園で を 理解し ても ら い、 受け入れ

を お願いする

７ －１ 、 各委員会 2026年までに 下越地区全域を 視野に 会場確保を 年間計画を 決め、 Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ

サッ カ ーカ レ ッ ジと 聖籠スポー

ツ セン タ ーを 中心に会場確保

を 行う

７ －２ 、 下越地区協会 イ ベン ト 開催前に 派遣先で 指導者の派遣を アルビ レ ッ ク ス新潟、 Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ

サッ カ ーカ レ ッ ジ、 各種別

の指導者を 組み合わせて

イ ベン ト を 開催し 、 指導者間

のレ ベル向上と 交流を 図る

７ －３ 、 下越地区協会 2026年までに 下越地区で 種別間のミ ーティ ン グを 定期的に開催、 各種別の問題点

方向性について、 全体で議論

する 。

８ 、 委員会役員 2026年までに 下越地区で 指導者、 審判養成講習会 各講習会、 イ ベン ト で指導を

種別長 やスク ールを 行い、 指導者、 審判合同

の対話の場を 設定する

９ －１ 、 下越地区協会 2026年までに 下越地区Ｈ Ｐ で 講習会やイ ベン ト の リ アルタ イ ムに行う

中心に イ ン フ ォ メ ーショ ン 参加費

９ －２ 、 下越地区協会 2026年までに 各イ ベン ト 、 講習会で 参加人数と 参加者のニーズ

に合わせて料金を 設定

　 ５ ． 具体的アク ショ ン
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